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公正 に 振る 舞う こと 





親愛 な る ムスリム の 


公正 さと は 、 過 度 と 不足 
の 間 の 中 道 を 行く こと 、 信 仰 し 
て 誠実 な 振る 区 い を と る こと 、 
ファ ルド で ある 事柄 を 実践 する 
こと 、 人 し いり い 角 て 夫 し くき る 
こと 、 ハ ラー ム や や 大 罪 を 避け る 
こと 、 内 面 と 見 か け 、 思 っ て い 
る こと と 言葉 が 同じ で ある よう 
に し る こと 、 権 利 を 持っ て いる 
人 に その 権利 を 与え る こと と い 
っ た 意味 に な り ま す 。 


崇高 な る アッ ラー は 次 の よう に 仰せ られ て 
MV ます 。 ! 言 え 。、 | アッ ラー は 公 下 さ を 人 生じ られ 
た 』」 ( 高 璧 前 第 2 9 節 ) 公正 さと は 、 管 理 ・ 統 
治す る 側 の 基準 で は あり ませ ん 。 公正 さ は 法 的 、 
社会 的 、 道 徳 的 諸 分 野 を 包括 する も の で す 。 公正 
さと は 人 が 自分 自身 、 家 族 、 周 囲 の 人 々 、 自 然 、 
動物 に 対す る 義務 と 権利 を 果たす こと で す 。 預言 
者 さま は 「 家 族 や 後見 し て いる 人 々 に 対し 公正 に 
振る 好 う 人 は 、 最 後 の 審判 の 日 に 光 の 説教 増 の う 
え に い る 」 と 言わ れ ま し た 。 こ の ハデ ィ ー ス で 用 
いら れ て いる 公正 さと は 広い 意味 の も の で す 。 な 
ぜ な ら 公 正 さ と は 人 が その 義務 を 果たし 権利 を 得 
の こ ど と で め る の りら で すす 、 し だめ の の ら て 人 則 目 仁科 
し て も 家族 の 人 々 に 対し て も 、 さ ら に 管理 者 で あ 
れ ば その 支配 下 に ある 人 々 に 対し て 、 そ の 義務 を 
公正 で 均衡 の と れ た 形 で 果たす べき で す 。 そ う で 
な けれ ば 目 分 に 対す る 信託 で ある 我 欲 、 家 族 、 人 針 
令 に 従う 人 々 を 人 迫害 し た こと に な り ま す 。 
アッ ラー は 「 あ な た が た 信仰 する 者 よ 、 証 言 に 
あたっ て アッ ラー の た め 公 正 を 堅持 し な さい 。 仮 
令 あ な た が た 自身 の た め 、 ま た は 両親 や 近親 の た 
め (に 不利 な 場合 ) で も 、 ま た 富 者 で も 、 貧 者 で 


あっ て も (公正 で あれ ) 。」 (婦人 草 第 1 3 5 人 ) 


と 命じ られ 、 公 正 さ の 重要 性 を 説 か れ て いま す 。 
ある 時 クラ イシ ュ 族 の 貴族 了 級 の 女性 が 勿 次 
を 行い まし た 。 そ の 女性 が 





罰 を 受け る こと の な いよ う 、 教 友 で 
ある ウサ マ が 、 預 言 者 ムハンマド の も 
ど し 派 貴 さ れ て きま し 上 た 。 こ の 汰 浮 に 
立腹 され 東 し まれ た 預言 者 ムハンマド 
は 次 の よう に 仰せ られ まし た 。 「 ど う 
My つど なの の 一 の 人 くき ア ッ フ 
の の 民 対 必 し よう と し て いり の 。 め な 
た 方 以前 の 人 々 の 減 亡 の 原因 が これ で 
ある 。 人 々 の うち 貴族 で あっ た り 有 有力 
者 で あっ た りす る 者 が 太 人 次 を 働く と 無罪 放免 し 、 
弱く 無力 な 者 が 科 次 を 働い た 場合 は 六 を 与え よう 
の LA て WC ワシ クー に 者 つて いのり の の が 、 ム 人 パソ マ 
ド の 娘 で ある ファ ー テ ィ マ が 大 盗 を 働け ば 、 私 は 
彼女 に も 凛 を 与え た だ ろ 2 う 」 

この よう に 預言 者 さま は 公正 さ を 損 な お 
うと する 人 々 を 拒 ば れ 、 そ の 罪 に ふさ わし い 禄 を 
与え る こと に 一 切 の 上 踏 も みせ られ ませ ん で し た 。 
人 は 創造 主 に 、 自 分 自身 に 、 そ し て 周囲 に 対し 公 
則 eo の やき の で す 。 

0 ウッ ラー し 逢う る の る 人 の 只 き 6 ラッ タッシ クー 
の 存在 と 唯一 性 を 信じ る こと 、 何 も の を も 配 さ な 
いこ と 、 崇 拝 行 為 を し 、 従 い 、 そ の ご 満悦 を 求め 
Ao 

人 の 自分 自身 に 対す る 公正 さ : 自分 自身 を 、 現 
世 と 来世 で 罰 を うけ る よう な 信条 、 言 葉 、 行 為 、 
態度 か らら 遠ざけ る こと 。 

人 の 、 他 者 に 対す る 公正 さ : 人 の 権利 を 尊重 し 、 
それ を 侵害 し な いこ と 、 良 心 を も っ て 振る 舞う こ 
と 、 等 を 行い 悪 を 避け る こと 。 

今日 の フト バ を クル アー ン の 言葉 で 締 
めく くり ます 。 「 誠 に アッ ラー は 、 あ な た が た が 
信託 され た も の を 、 元 の 所 有 者 に 返還 する こと を 
命じ し られ る 。 ま た あな た が た が 人 の 間 を 裁く 時 は 、 
2S 李 IE 天 く こと を 価 し ら れる の 0。 グ アッ クー の あ / と 
が た に 訓 戒 さ れる こと は 、 何 と 稚 美 な こと よ 。 譜 
に デッラ ー は 全て を 聴き 凡 て の こと に 通 暁 な され 
る 。」 (婦人 章 第 5 8 節 ) 


